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昨日,森先壁だよって紹介された拡張された連分数展開法の一つの簡単な

応用例として転 ､近傍におけるESIiの巾の異常及び超音波吸収の異常を考

えてみた｡

善1.ESR了､

先づ,系の六 ミル トニアンとして-軸性異方性をもつノ､イゼソベルク強磁

性体を考える｡
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このとき問題はS吉(t)の自己相関函数のラプラス変換Ek司 (i-ia,)の
poles を求めることに帰着させられるのであるか,次の二つの場合に分け

て考える｡

LI‖ a)～～a)H, ( 叫i==グILBH)

これは通常のESRの実験に相当しており,そのときの吸収線の巾γは

5

γ ∝ 符 2 , (Ferro)

5

- で 2 ,(Antiferro)

で与えられT→Tc で異常に増大することが分る｡

次にWを叫壬 のまわ りで大きく変化させた場合既ちT→Tc のときの吸収

曲線 ･ReE(ia))について考えてみるO

(ii) W一触 = T, (Ferro.)

この場合にはFig.1からみても明らかなように criticalregimeの影響

か実験的にも観測される場合であると考えられ,その結果吸収曲線は(日の場

合のようなbrent石ian とは異なったものとな･り, Fig.2にみるように

qも の両側に比較的鋭いゼ -クか現われるO
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づまり,Fig･2において中央の ピークはり)で与えられた異常に増大する巾

の上限 Tmax :- 0･544△,をも-でおりその外側にあたかも反強磁性葵嶋

を思わせるようなピークか現われてい名;

1§2.soundAttenuation,

超音波吸収の実験においては6- 0とす る過程 においてFerro..血tiferro

のいずれの場合にも共通に 6≦ 10~2-10~さの付近で突然 critical

exponent nか小さな億になることか知 られているO (Fig.5).

このことはGriticalr?gime の存在を持ち出すまでもなく,次のよう

に考えればよさそうであるo 超音澱の吸収係数 ak は温度に強く依存する部

分だけぬき也して,遵分数展楢表示で書けば
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となり･七 ゝで pqaβ(iQ})はq-0･ ぶ-0のときslowingdown する様な

ものであり･ pph(iu)はT=Tcで存在する thermal■phononによって散

乱されるspin故のmean freetimeの逆数に相当するもりであって,今

はある小さな定数と考えるo このとき,Tかも ､に近づ くに従って αkには

次の 5つの場合か考えられる｡

(i)k≪応, pph(iW)≪ pqd?(iW)I

(ii)k《E, Pph≫pqaP,′

(Ill)k}>応･でかっ,QPqaPか無視できない場合･
(磁性体の熱伝導度を求める際にはこの様な状況をも考慮しなければならな

い｡)
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更に, Spin の 4体相関函数はエネルギー密度の揺ぎに対応しているの

で比熱Cを使って

C
(Aqa･AG,*)- 偏 育f(号),

と書けば 亀 は次表の通りセあるo

(り (ii)

Ferro C26-5k2 Ck2 且 ●.‥..1_C.k.2.H(M k)之十七562
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